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プロの世界へ羽ばたく２人のアスリート
　東京ヤクルトスワローズ   平井  諒  さん
　トヨタ車体クインシーズ   赤阪瑠美さん

今月の情報ワイド
○水道料金を変更
○ジュニア駅伝代表チームの紹介
○行財政改革の経過報告
○土地開発公社土地販売
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プ
ロ
の
世
界
へ
羽
ば
た
く
２
人
の
ア
ス
リ
ー
ト

紀
の
川
市
か
ら
２
人
目
の
プ
ロ

野
球
選
手
が
誕
生

　

昨
年
10
月
29
日
に
開
か
れ
た
、
プ
ロ
野

球
の
ド
ラ
フ
ト（
新
人
選
手
選
択
）会
議
。

　

粉
河
中
学
校
出
身
で
、
私
立
帝て

い
き
ょ
う
だ
い
ご

京
第
五

高
校（
愛
媛
県
大お

お
ず洲

市
）３
年
の
平
井
諒
さ

ん
が
、
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
か
ら

４
位
指
名
を
受
け
ま
し
た
。

　

高
校
時
代
、
投
手
と
し
て
活
躍
し
た
平

井
さ
ん
。
身
体
の
軸
が
し
っ
か
り
と
し
た

フ
ォ
ー
ム
か
ら
繰
り
出
す
、
最
速
１
４
８

km
／
h
の
ス
ト
レ
ー
ト
と
ス
ラ
イ
ダ
ー
が

武
器
で
す
。

　

ヤ
ク
ル
ト
の
小
田
ス
カ
ウ
ト
部
長
は
、

「
球
の
切
れ
で
勝
負
す
る
本
格
派
の
投
手
。

プ
ロ
で
十
分
活
躍
で
き
る
選
手
」
と
評
価

し
て
い
ま
す
。

　
「
１
日
で
も
長
く
プ
ロ
の
世
界
に
い
ら

れ
る
よ
う
に
、
ま
ず
は
身
体
づ
く
り
か
ら

取
り
組
み
た
い
」
と
話
す
平
井
さ
ん
。
プ

ロ
と
し
て
通
用
す
る
力
を
養
う
た
め
、
１

月
か
ら
は
埼
玉
県
戸と

だ田
市
に
あ
る
選
手
寮

で
生
活
を
始
め
ま
し
た
。
開
幕
へ
向
け
て

着
実
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
か
ら
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
で

活
躍
し
て
い
る
福
田
聡
志
投
手
に
続
い

て
、
紀
の
川
市
か
ら
２
人
目
の
プ
ロ
野
球

選
手
が
誕
生
し
ま
し
た
。

「
ま
ず
は
プ
ロ
で
通
用
す
る
身
体
づ
く
り
。

       

早
く
一
軍
で
活
躍
し
て
、和
歌
山
の
名
を
上
げ
た
い
」

平
井   
諒  
さ
ん

●R
yo H

irai 

昨年の 12 月９日、ヤクルト本社（東京）で行われた、新入団選手発表記者会見。
ヤクルトの高田監督（左）と鈴木球団社長と。 プ

ロ
野
球　

東
京 

ヤ
ク
ル
ト 
ス
ワ
ロ
ー
ズ

To
k

yo
 Ya

k
u

lt S
w

a
llo

w
s 

友
達
の
誘
い
で
、小
２
の
と
き
に

川
原
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
に
入
団

　

平
井
さ
ん
が
野
球
を
始
め
た
の
は
、
川

原
小
学
校
２
年
の
と
き
。
毎
日
の
よ
う
に

一
緒
に
遊
ん
で
い
た
近
所
の
友
達
に
誘
わ

れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
川
原
少
年
野
球

ク
ラ
ブ
に
入
団
し
ま
し
た
。
入
団
時
に
、

監
督
に
希
望
し
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
ピ
ッ

チ
ャ
ー
。
主
戦
と
し
て
、
チ
ー
ム
の
県
大

会
出
場
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。

　

平
井
さ
ん
が
入
団
し
た
当
時
か
ら
、
川

原
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
で
指
導
を
し
て
い
る

服
部
佳
三
監
督
は
、「
彼
は
、そ
の
頃
か
ら

本
気
で
プ
ロ
を
目
指
し
て
い
た
。
目
標
は

プ
ロ
野
球
と
み
ん
な
言
う
が
、
彼
か
ら
は

本
気
度
が
伝
わ
っ
て
き
た
」
と
当
時
を
振

り
返
り
ま
す
。

　
「
川
原
少
年
野
球
で
野
球
を
し
た
こ
と

が
、
自
分
の
原
点
。
自
分
の
や
り
た
い
通

り
に
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
や
ら
せ
て
く
れ
た
監

督
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」と
、平
井
さ
ん
は

話
し
ま
す
。

　

と
に
か
く
野
球
が
楽
し
く
て
、
毎
日
夢

中
に
な
っ
て
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
い
た

少
年
時
代
で
し
た
。

　

中
学
生
時
代
は
、
高
校
で
硬
式
野
球
を

や
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
粉
河
リ
ト

ル
シ
ニ
ア
野
球
ク
ラ
ブ
へ
入
団
。
基
礎
体

力
作
り
に
励
む
と
と
も
に
、
野
球
を
続
け

て
い
く
に
た
め
に
は
肩
を
強
く
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
ピ
ッ

チ
ャ
ー
か
ら
外
野
へ
転
向
し
ま
し
た
。

　

努
力
と
練
習
を
積
み
重
ね
、
遠
投
で
約

１
１
０
メ
ー
ト
ル
を
投
げ
る
こ
と
が
で
き

る
ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
。

高
校
２
年
の
夏
、
愛
媛
県
大
会

で
無
安
打
無
得
点
を
達
成

　

悩
ん
だ
末
、
中
学
卒
業
後
は
野
球
漬
け

の
環
境
を
求
め
て
、
愛
媛
県
の
帝
京
第
五

高
校
へ
進
学
。
親
元
を
離
れ
て
の
寮
生
活

が
始
ま
り
ま
す
。

　

１
年
の
夏
の
県
大
会
後
、
監
督
が
交
代

し
、
土
田
博
健
監
督
と
出
会
い
ま
す
。
平

井
さ
ん
は
、「
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
、

土
田
監
督
に
出
会
っ
た
こ
と
が
大
き
い
」

と
振
り
返
り
ま
す
。

　

強
肩
が
評
価
さ
れ
、
１
年
の
秋
に
ピ
ッ

チ
ャ
ー
へ
転
向
。
タ
イ
ヤ
を
押
し
て
足
腰

を
鍛
え
る
地
道
な
練
習
を
続
け
ま
し
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
高
２
の
夏
。
県
大
会
の

３
回
戦
、
対
新に
い
は
ま
ひ
が
し

居
浜
東
戦
。
球
威
の
あ
る

直
球
を
武
器
に
８
奪
三
振
、
１
２
６
球
を

全
力
で
投
げ
き
り
、
愛
媛
県
大
会
で
は
25

年
ぶ
り
の
大
記
録
と
な
る
無
安
打
無
得
点

（
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
）を
達
成
し
ま
し

た
。
続
く
準
々
決
勝
は
延
長
10
回
を
１
人

で
投
げ
抜
い
て
、
強
豪
の
今い
ま
ば
り
に
し

治
西
高
校
を

倒
し
、
一
躍
注
目
選
手
に
な
り
ま
し
た
。

周
り
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
今
が
あ
る

　

無
安
打
無
得
点
達
成
に
つ
い
て
、
平
井

さ
ん
は「
狙
っ
て
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。

守
備
や
、
自
分
を
最
後
ま
で
投
げ
さ
せ
て

く
れ
た
監
督
、
チ
ー
ム
が
ひ
と
つ
に
な
っ

て
達
成
で
き
た
こ
と
で
す
」と
話
し
ま
す
。

　

ス
ラ
ン
プ
も
あ
り
ま
し
た
。
高
２
の
夏

が
終
わ
り
、「
投
手
の
道
を
極
め
た
。
満

足
し
た
」
と
い
う
過
大
な
達
成
感
に
満
た

さ
れ
て
、
野
球
に
対
す
る
向
上
心
を
失
い

ま
し
た
。
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
両
親
、
監
督
、
チ
ー
ム
メ
イ

ト
、
同
級
生
の
支
え
の
お
か
げ
。

　
「
こ
れ
ま
で
自
分
１
人
の
力
だ
け
で

や
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
。
周
り
の
人
の

支
え
、
節
目
節
目
で
の
人
と
の
出
会
い
、

そ
う
い
う
も
の
が
積
み
重
な
っ
て
自
分
の

夢
を
叶
え
ら
れ
て
い
る
」
と
改
め
て
感
じ

た
瞬
間
で
し
た
。

Ｔ
Ｖ
の
野
球
中
継
で
、プ
レ
ー
す

る
姿
を
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に

　

１
月
３
日
に
、
川
原
小
学
校
の
体
育
館

で
開
催
さ
れ
た
激
励
会
。

　
「
平
井
選
手
を
目
標
に
し
て
僕
た
ち
も

が
ん
ば
り
ま
す
」
と
い
う
川
原
少
年
野
球

ク
ラ
ブ
在
団
生
の
言
葉
に
、「
み
ん
な
も

野
球
を
や
っ
て
い
た
事
を
誇
り
に
思
え
る

よ
う
、
好
き
な
野
球
を
目
一
杯
し
て
く
だ

さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
追
い
求
め
て
き
た
夢
を

か
な
え
た
平
井
さ
ん
。
プ
ロ
の
世
界
に
進

む
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
で
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
実
力
だ
け
で
通
用
す
る

世
界
だ
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
１
日
で

も
早
く
、
テ
レ
ビ
で
観
戦
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
り
た
い
。
こ
れ
か
ら
は
、
今
ま

で
応
援
し
て
く
れ
た
多
く
の
人
た
ち
に
恩

返
し
す
る
番
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
決

意
を
新
た
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

Profile
●ひらい・りょう
身長 183㎝、体重 76㎏、
平成 3 年 4 月 23 日生（18
歳）、右投げ右打ち。下
丹生谷出身。川原小学校 
－ 粉河中学校 － 帝京第
五高校 － 東京ヤクルトス
ワローズ。背番号は「67」。
得意球はスライダーで、
こだわりは最速 148km/h
のストレート。
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プ
ロ
の
世
界
へ
羽
ば
た
く
２
人
の
ア
ス
リ
ー
ト

「
応
援
し
て
く
れ
る
人
の
た
め
に
、

       　

い
つ
か
、日
の
丸
を
背
負
っ
て
プ
レ
ー
し
た
い
」

赤
阪 

瑠
美  

さ
ん

●R
um

i Akasaka

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ　

ト
ヨ
タ
車
体
ク
イ
ン
シ
ー
ズ

TO
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e

is
姉
の
影
響
を
受
け
、
小
１
か
ら

始
め
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

２
歳
年
上
の
姉
由
佳
子
さ
ん
の
影
響

で
、
小
１
の
と
き
麻
生
津
少
女
バ
レ
ー
に

入
団
。
レ
シ
ー
バ
ー
に
始
ま
り
、
セ
ッ

タ
ー
、
ラ
イ
ト
な
ど
様
々
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン

を
経
験
し
ま
し
た
。

　

那
賀
中
学
校
で
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に

入
部
し
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
は
地
区
大
会

か
ら
勝
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
ず
、
大
き

な
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

し
か
し
、
中
３
の
夏
、
赤
阪
さ
ん
に
転

機
が
訪
れ
ま
す
。
和
歌
山
県
の
中
学
選

抜
12
人
の
う
ち
の
１
人
に
選
ば
れ
た
の
で

す
。
念
願
の
全
国
大
会
、
第
20
回
全
国
都

道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

で
、
和
歌
山
県
勢
は
ベ
ス
ト
16
に
進
出
。

　

さ
ら
に
そ
の
大
会
で
、
赤
阪
さ
ん
は
、

全
国
で
12
人
の
み
に
贈
ら
れ
る
、
優
秀
選

手
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

赤
阪
さ
ん
に
と
っ
て
初
め
て
の
全
国
大

会
。
全
国
の
有
名
選
手
の
実
力
を
、
肌
で

感
じ
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

強
烈
な
ス
パ
イ
ク
で
、チ
ー
ム
を

引
っ
張
っ
た
高
校
時
代

　

地
区
大
会
で
赤
阪
さ
ん
の
才
能
を
見
抜

い
た
、
高
知
中
央
高
校
の
小
林
稔
孝
監
督

か
ら
誘
わ
れ
て
、
同
校
に
入
学
。

　

高
校
で
は
、
１
年
の
時
か
ら
エ
ー
ス
と

し
て
活
躍
し
た
赤
阪
さ
ん
。
誰
よ
り
も
自

分
に
厳
し
く
、
基
本
に
忠
実
に
練
習
し
、

他
の
選
手
に
刺
激
を
与
え
ま
し
た
。

　

春
の
高
校
バ
レ
ー
全
国
選
抜
大
会
に
３

年
連
続
で
出
場
し
た
ほ
か
、
去
年
の
全
国

高
校
総
体
で
は
ベ
ス
ト
８
に
進
出
。
２
年

連
続
で
全
国
高
校
総
体
の
優
秀
選
手
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第
14
回
全
国
私

立
高
等
学
校
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会
で
も
優
秀
選
手
賞
を
受
賞
。さ
ら
に
、

昨
年
末
の
全
日
本
高
校
選
抜
東
西
対
抗
戦

で
は
、
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
賞
を
受
賞
。
全

国
私
学
バ
レ
ー
選
抜
の
海
外
遠
征
選
手
に

も
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
尋
ね

る
と
、
第
13
回
全
国
私
立
高
等
学
校
男
女

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
で
３
位
に

な
っ
た
こ
と
だ
と
言
い
ま
す
。
準
決
勝
の

相
手
は
、
強
豪
の
実じ
っ
せ
ん践
学
園
高
校（
東
京

都
）。
勝
て
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
心
の
中
で
は
負
け

る
と
思
っ
て
い
た
試
合
。試
合
前
日
の
夜
、

チ
ー
ム
全
員
で
励
ま
し
合
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
み
ん
な
で
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
勝

ち
取
っ
た
勝
利
。
熱
い
想
い
が
込
み
上
げ

ま
し
た
。

将
来
は
、日
の
丸
を
背
負
っ
て
立

つ
選
手
に

　
「
う
ま
く
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

あ
れ
ば
、
自
然
と
う
ま
く
な
れ
る
と
こ
ろ

が
バ
レ
ー
の
楽
し
さ
」
と
穏
や
か
に
話
す

赤
阪
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
、「
う
ま
く
な
り

た
い
」「
勝
ち
た
い
」、
そ
う
考
え
て
ス
ラ

ン
プ
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

　
「
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
、
い
ろ
い
ろ

な
人
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
」
と
話
す
赤

阪
さ
ん
。
目
標
は
、
全
日
本
の
栗
原
恵
選

手
で
す
。

　
「
将
来
は
、
日
の
丸
を
背
負
っ
て
立
つ

選
手
に
な
り
た
い
」
と
決
意
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
　
　

■　
　
　

■　
　
　

■

　

幼
い
と
き
か
ら
追
い
求
め
て
き
た
、
夢

の
大
舞
台
を
目
指
し
、
新
た
に
大
き
な
世

界
へ
と
飛
び
込
む
２
人
の
ア
ス
リ
ー
ト
。

　

プ
ロ
の
世
界
で
も
、
任
さ
れ
た
仕
事
を

し
っ
か
り
行
い
、
結
果
を
残
せ
る
選
手
に

育
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。　

　

２
人
と
も
多
く
は
語
り
ま
せ
ん
が
、
才

能
に
加
え
、
き
っ
と
人
の
何
倍
も
努
力
を

し
て
き
た
は
ず
で
す
。
そ
ん
な
２
人
の
挑

戦
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
楽
し

み
で
な
り
ま
せ
ん
。

Profile
●あかさか・るみ
身長 180.6㎝、最高到達
点 290㎝、平成３年４月
20 日生（18 歳）。北涌出
身。麻生津小学校 － 那
賀中学校 － 高知中央高
校－ トヨタ車体クイン
シーズ。主にレフトアタッ
カーとして活躍。レシー
ブ力も備えたオールラウ
ンダー。

紀
の
川
市
で
初
め
て
の
Ｖ
リ
ー

ガ
ー
が
誕
生

　

那
賀
中
学
校
出
身
で
、
私
立
高
知
中
央

高
校（
高
知
県
高
知
市
）３
年
の
赤
阪
瑠
美

さ
ん
が
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
プ
レ
ミ
ア

リ
ー
グ
に
参
戦
し
て
い
る
、
ト
ヨ
タ
車
体

ク
イ
ン
シ
ー
ズ
に
入
団
す
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

赤
阪
さ
ん
は
高
校
時
代
、
強
烈
な
ス
パ

イ
ク
を
武
器
に
レ
フ
ト
エ
ー
ス
と
し
て
活

躍
。
そ
の
姿
が
、
ク
イ
ン
シ
ー
ズ
の
葛
和

伸
元
監
督
の
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。

　

葛
和
監
督
は
赤
阪
さ
ん
の
こ
と
を
、「
身

長
も
高
い
し
、
パ
ワ
ー
も
あ
る
。
そ
し
て

何
よ
り
メ
ン
タ
ル
面
が
強
い
選
手
」
と
評

価
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
今
回
の
入
団

へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
雑
誌
な
ど
で
、「
パ
ワ

フ
ル
・
エ
ー
ス
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
赤
阪

さ
ん
。
そ
れ
で
も
、
ま
ず
は
練
習
に
耐
え

ら
れ
る
身
体
づ
く
り
が
課
題
で
す
。

　

ク
イ
ン
シ
ー
ズ
の
本
拠
地
は
、
愛
知
県

刈か
り
や谷
市
。
チ
ー
ム
に
は
４
月
か
ら
合
流
す

る
予
定
で
す
。
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2/7 （日） 中西歯科医院（℡ 78・2233）

11 （木） 吉村歯科医院（℡ 64・8111）

14 （日） 中嶋歯科医院（℡ 63・1020）

21 （日） えのき歯科（℡ 63・3763）

28 （日） 安村歯科医院（℡ 75・2202）

休日歯科当番（診療時間：午前10時～午後４時）

電話がつながらない場合は、那賀消防組合（℡ 61・0119）へ。

２月の献血日程
2/15（月） 市役所粉河分庁舎 13：30 ～ 16：30

17 （水）（株）丸和 9：30 ～ 12：00

市役所桃山分庁舎 13：30 ～ 16：00

24 （水） 市役所那賀分庁舎 10：00 ～ 12：00

総合福祉センター　風の里 13：30 ～ 16：30

25 （木） 総合福祉センター　風の里 9：30 ～ 13：00

医療法人共栄会　名手病院 14：30 ～ 16：30

①メタボリックシンドローム改善教室
自分や家族のメタボが気になる人や、病院などで「痩せましょう」と言わ
れた人。健康的に痩せる生活を身に付けませんか？
■日程と内容（全２回）
第１回　２月16日（火）　メタボって何？どうやって改善したらいいの？
第２回　３月 ８日（月）　食事の適量や食べ方の工夫
　　　　時間はいずれも、午後１時30分～３時30分（受付は１時15分～）
■ところ…本庁南別館
■申し込み…２月12日（金）までに、健康推進課に電話で申し込み。

②家族にできる、太っちょパパの健康法
パパのお腹が出てきた…、注意しても聞いてくれない…、という人に朗
報！太っちょパパの健康を守るために、家族にできることを学びます。
■対象…自分や家族の健康が気になっている、40歳未満の女性
■とき…２月22日（月）　午前10時～正午ごろ
■ところ…本庁南別館
■申し込み…２月17日（水）までに、健康推進課に電話で申し込み。
※一時保育があります。希望する人は、申し込み時にお伝えください。

③健康サイクリング
気軽にできる健康づくり習慣に、サイクリングを加えませんか？
紀の川市サイクリングクラブの人が、自転車の乗り方などを指導します。
■対象…自転車初心者で、健康づくりをしたい 20 ～ 69 歳の人
■とき…①３月 ９日（火）　打田体育館前に集合（雨天中止）
　　　　②３月18日（木）　きしべの里に集合（雨天中止）
　　　　時間はいずれも午後１時30分～３時30分（受付は１時15分～）
■コース…①打田若もの広場の周辺を散策　②諸井橋の周辺を散策
　　　　　どちらも有酸素運動に適したコースです。
■内容…自転車乗り方教室、サイクリング、講話「自転車を健康づくり
　　　　に役立てるポイント」
■募集人数…各 20 人
■申し込み期間…２月22日（月）～３月５日（金）
　　　　　　　　健康推進課に電話で申し込みください。
■持ち物…動きやすい服装、飲用のお茶や水、タオルなど。
※自分の自転車で参加してください。自転車の種類は問いません。
※自転車の貸し出しもあります（先着10人）。希望する人は、申し込み時に
　お伝えください。

健康

けんこう

【問い合わせ】健康推進課
　　　　　　　　  （℡ 77・0829）

■４か月児健康診査
　平成21年11月生まれ対象
　３月17日（水）・24日（水）の午後

受付は午後１時～１時30分

■７か月児健康診査
　平成21年８月生まれ対象
　３月16日（火）・23日（火）の午後

受付は午後１時～１時30分

■10か月児健康相談
　平成21年３月生まれ対象
　３月11日（木）・12日（金）の午前

受付は午前９時～９時30分

■１歳８か月児健康診査
　平成20年６月生まれ対象
　３月５日（金）・19日（金）の午後

受付は午後１時～１時30分

■２歳６か月児健康相談
　平成19年８月生まれ対象
　３月９日（火）・10日（水）の午前

受付は午前９時～９時30分

■３歳８か月児健康診査
　平成18年６月生まれ対象
　３月４日（木）・18日（木）の午後

受付は午後１時～１時30分

※対象児には、個別通知します
※会場はすべて本庁南別館です

３月の母子保健・予防接種

新型インフルエンザの相談
℡ 61・0020（平日午前９時～午後５時 45 分）
岩出保健所　電話相談・発熱相談

℡ 073・441・2643（平日午前９時～午後５時 45 分）
和歌山県庁　難病・感染症対策課 

℡ 03・3501・9031（平日午前 10 時～午後６時）
厚生労働省　新型インフルエンザコールセンター

℡ 073・426・1199（24 時間体制） 
救急医療情報センター
　　（県内医療機関の診療情報を紹介しています） 

新型インフルエンザ ワクチンの相談
℡ 61・0022（平日午前９時～午後５時45分）   岩出保健所衛生環境課

℡ 77・0829（平日午前８時 45 分～午後５時 30 分）   健康推進課

脱 　 メタボ 大 作戦 ！！
紀の川市 発

【問い合わせ・申し込み】健康推進課（℡77・0829）

１月14日　10か月児健康相談

新型インフルエンザワクチン
の接種について
接種時期など、随時更新されています。
最新の情報は、市ホームページで確認するか、問
い合わせください。今回掲載しているのは、１月
13日現在の情報です。

■ワクチンの効果と安全性
　ワクチンは、インフルエンザの重症化などの防
止に一定の効果が期待されます。しかし、接種後、
はれたり熱が出るなどの症状が見られたり、まれ
に重篤な症状を引き起こす可能性もあります。
　効果やリスクをよく理解したうえで、接種する
かどうかを決めてください。

■現在接種できる人
妊婦／１歳～高校生に相当する年齢の人／基礎
疾患のある人／１歳未満児の保護者／「身体上
の理由で予防接種のできない優先接種対象者」
の保護者／ 65 歳以上の人
※上記の優先接種対象者以外の接種時期は、現
在、国で検討中です。

■接種費用の助成
優先接種の対象者で、市町村民税非課税世帯の人

（生活保護世帯も含む）に、接種費用の助成を行っ
ています。申請期限や接種期限があります（３月
31日まで）。くわしくは、広報紀の川12月号で確
認ください。

【問い合わせ】健康推進課（℡ 77・0829）
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４月１日から、「子ども医療費助成制度」がスタート

子どもの医療費を、
小学校卒業 まで 助成します。

健康
子育て
介護予防

けんこう
こそだて

かいごよぼう

今月の赤ちゃん広場・子育て教室　

※インフルエンザの影響で、赤ちゃん広場・子育て教室を中止
する場合があります。
中止の場合、市ホームページやメール配信サービス（http://
kinokawa.mail-dpt.jp/ から登録）でお知らせします。

申し込みは不要です。気軽に参加ください。ジュース・おやつ・
おもちゃは持ってこないでください。

■０歳児赤ちゃん広場
　３ 月 　２日（火）打田地区　本庁南別館
　３ 月 1 0 日（水）貴志川・桃山地区　桃山保健福祉センター
　３ 月 1 5 日（月）粉河・那賀地区　那賀子育て支援センター
　※時間は午前 10 時～ 11 時 30 分です。
　※母子手帳を持ってきてください。

■１歳児（19 年 4 月 2 日～ 20 年 4 月 1 日生まれ）
　３ 月 　３日（水）ちゅうりっぷ組（粉河・那賀地区）

那賀子育て支援センター
　３ 月 　４日（木）もも組（桃山地区）

桃山保健福祉センター
　３ 月 　９日（火）いちご組（貴志川地区）

貴志川保健福祉センター
　３ 月 1 9 日（金）にじ組（打田地区）こばと保育所
　※時間は午前９時 15 分～ 11 時 30 分

■２歳児（18 年 4 月 2 日～ 19 年 4 月 1 日生まれ）
　３ 月 　５日（金）りんご組（貴志川地区・桃山地区）

桃山保健福祉センター
　３ 月 1 2 日（金）すみれ組（粉河地区・那賀地区）

那賀子育て支援センター
　３ 月 1 8 日（木）そら組（打田地区）こばと保育所
　※時間は午前９時 15 分～ 11 時 30 分　

※親子とも、動きやすい服装で参加ください。
※名札、お茶、帽子を持参してください。
※２月の赤ちゃん広場・子育て教室の詳細は、メール配信サービス
か市ホームページで確認してください。

【問い合わせ】
子育て支援課（℡ 75・3111）
桃山子育て支援センター（℡ 66・0404　安楽川保育所内）
那賀子育て支援センター（℡ 75・2331　名手保育所隣）

介護予防教室
　65 歳以上の人を対象に、運動器の機能向上・栄養改善・口腔ケア・閉じこもり予防などをテーマに、
居宅介護支援センターに委託し、教室を開催しています。動きやすい服装で参加ください。
■いきいき元気塾
と　き：２月 10 日（水）午後１時～３時
ところ：那賀保健福祉センター２階　多目的ホール
テーマ：「口の中の健康」について
※申し込みが必要です。前日までに栄寿苑居宅介護支援センターに申し込みください。

【問い合わせ】栄寿苑居宅介護支援センター ( ℡ 75・6888）、高齢介護課介護予防係（℡ 75・5314　那賀分庁舎）

感染症予防のために予防接種を
　３月１日（月）～７日（日）は子ども予防接種週
間です。この期間中、一部の医療機関では、診療時
間外や土曜・日曜でも予防接種を受けることがで
きます（要予約）。時間の都合で予防接種が受けに
くい人はぜひこの機会を利用してください。
　また、現在実施中の、麻しん・風しん混合（ＭＲ）
第３期（中学１年生対象）・第４期（高校３年生相
当対象）、ジフテリア・破傷風混合（DT）２期（小学
校６年生対象）の接種期限は３月末日です。早め
に接種を受けてください。くわしくは、健康推進
課に問い合わせください。

【問い合わせ】健康推進課（℡77・0829）

②申請の手続き

 「乳幼児医療費助成制度」を受給している人
　（平成15年４月２日以降に生まれた人）
　手続きの必要はありません。
　子ども医療費受給者証を３月下旬に送付します。

平成10年４月２日
　　～平成15年４月１日の間に生まれた人
　１月下旬に、子ども医療費助成制度の申請用紙を
　送付しています。申請手続の方法は、同封の案内
　文を確認してください。
　２月 26 日（金）までに申請手続きをした人には、　
　子ども医療費受給者証を３月下旬に郵送します。
　申請手続きが遅れると発送は遅くなります。

①改正内容

    現    行

　　名　称…乳幼児医療費助成制度
　　対象者…小学校就学前まで（６歳到達日
　　　　　　以後の最初の３月 31 日まで）

    改正後（４月１日から）

　　名　称…子ども医療費助成制度
　　対象者…小学校卒業まで（12 歳到達日
　　　　　　以後の最初の３月 31 日まで）

【問い合わせ】国保年金課　福祉医療係（℡ 77・2511　本庁）

子育て支援の一環として、「乳幼児医療費助成制度」を「子ども医療費助成制度」に改め、対象年齢を
拡大します。※他の医療費助成制度などで、医療費が全額助成されている人は、制度の対象外です。

那賀休日急患診療所
℡ 77・6410
日曜・祝日・年末年始の午前９時～午後５時
小児は、↓小児救急医療ネットワークへ↓

夜間の小児医療電話相談
℡＃ 8000　または　℡ 073・431・8000
とき…毎日午後 7 時～ 11 時　

夜間・休日の病院案内（24 時間）

℡ 073・426・1199　県救急医療情報センター
℡ 61・1791　那賀消防組合

小児救急医療ネットワーク
℡ 073・425・8181
平日夜間は午後８時～翌６時
土・日・祝日の夜間は午後７時～翌６時
休日昼間は午前10時～正午、午後１時～５時
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使用料の例
水道メーター口径13mmの家庭で
１カ月に32㎥の水を使ったとき。

　　基本料金　1,000円
＋　従量料金　（　40円×10㎥）
＋　従量料金　（150円×10㎥）
＋　従量料金　（170円×10㎥）
＋　従量料金　（180円×　2㎥）
　　　　＝　4,960円

■ココが変わります。

○市内全域の統一料金とし、旧町ごとの価格差はなくなります。

○家庭用・営業用・公共用等といった用途別の料金から、口径別料金体系になります。

○使用水量が多くなるほど段階的に従量料金も高くなります。

○基本水量を廃止します。ただし、基本料金は廃止しません。

○簡易水道料金（飲料水供給施設使用料も含む）も、水道料金と同一に統一します。

■検針は２カ月に１度、請求は毎月です。

紀の川を境に、河南・河北で検針月が違います。河南地区は奇数月に、河北地区は偶数月に検針を行っ
ています。（今回の料金統一に伴い、４月は河南地区も検針を行います。）
例えば、河北地区の場合、４月５月の使用量を６月はじめに検針し、２カ月分の使用量を２で割って、
６月・７月にそれぞれ請求します。割り切れないときの端数は前の月に繰り入れます。
下の表を参照してください。

メーターの口径 加入金
13mm 250，000円
20mm 600，000円
25mm 930，000円
30mm 1，350，000円
40mm 2，400，000円
50mm 3，700，000円
75mm 8，350，000円
臨時用 50，000円

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月
○河南地区

検針 検針 検針 検針

新料金

１～２月分の
半分を請求

３月分を請求 ４月分を請求

水道の使用期間

検針の時期

料金の請求時期
１～２月分の
半分を請求

５～６月分の
半分を請求

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

検針 検針 検針

新料金

12～１月分の
半分を請求

水道の使用期間

検針の時期

料金の請求時期
２～３月分の
半分を請求

４～５月分の
半分を請求

11～12月分
の半分を請求

12～１月分の
半分を請求

２～３月分の
半分を請求

４～５月分の
半分を請求

例　河北地区で、４～５月の使用量が63㎥だった場合
２分の１して、端数を前月に繰り上げるので、
６月に32㎥分（4,960円）、7月に31㎥分（4,780円）
を請求します。
※新料金、口径13mmの場合

※検針は２カ月に１回です。右ページを参照ください

●４月使用分（６月請求）からの新料金

区分用途メーターの口径
基本料金
（月額）

従量料金（１㎥につき）
１～10㎥ 11～20㎥ 21～30㎥ 31～40㎥ 40㎥以上

一般用

13mm 1,000円

40円 150円 170円 180円 200円

20mm 1,000円
25mm 1,600円
30mm 2,300円
40mm 4,000円
50mm 6,200円
75mm 13,900円

臨時用 １㎥につき　200円　　※臨時用とは、建築工事、興行その他一時的に水道を使用する場合

○新規加入金も統一します。
（新たに水道を引くときにかかります）

水
道
料
金
を
統
一

水道料金を変更します　（４月使用分から）
【問い合わせ】水道総務課（℡ 77・2511　本庁）

○河北地区

お
願
い　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
付
近
に
障
害
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
犬
は
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
れ
た
場
所
に
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○水道料金統一の経緯

　水道料金は、17 年 11 月の市町村合併後も旧町
の料金体系をそのまま引き継いできました。
　水道事業を取り巻く環境や経営状況などの実情
を踏まえ、適正な水道料金を算定するため、有識
者で組織された『紀の川市水道料金制度審議会』
を設置し、検討を重ねてきました。
　審議会の答申を受け、これに基づく料金等の条
例改正を、市議会 12 月定例会に上程し、可決さ
れました。

○水道は独立採算

　安心・安全な水を供給するために掛かる費用は、
すべて水道料金で賄われなければなりません。そ
して、水道料金は、１市１制度が原則です。
　給水サービスに掛かる費用、水道施設維持のた
めの費用と、施設の拡張強化を図るための蓄えを
積み上げ、適正な水道料金を算定しています。
　また、国の施策によって、簡易水道事業を 28
年度までに水道事業に統合することが必要となり
ました。このため、簡易水道料金（飲料水供給施
設使用料も含む）も、水道料金と統一します。

（税込み）

（税込み）
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土地開発公社保有地を、一般競争入札（公募）で売
却します。
■参加申込期間…２月 15 日（月） ～ 17 日（水）午前
９ 時～午後５時
■入札…２月 19 日（金）午後１時 30 分～
■参加方法…参加申込書を提出してください。

①宅地　粉河字北宅地 2057-1（整地済み）
実測面積　401.17 ㎡
最低価格　11,152,000 円

②宅地　粉河字西前田 434-1（整地済み）
実測面積　939.78 ㎡
最低価格　14,237,000 円

③雑種地　桃山町調月字北嶋 116-1
実測面積　1,311 ㎡
最低価格　12,900,000 円

注）いずれも現地説明は行いません。排水条件など
物件の詳細は、事前に問い合わせのうえ確認くださ
い。

【問い合わせ】土地開発公社事務局（℡ 77・2511
本庁南別館）

土
地
売
り
ま
す

ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

至粉河寺

県道粉河加太線
本
町
通
り

JR和歌山線

市道粉河東野線県
道
粉
河
加
太
線

国道24号

市役所粉河分庁舎

貴
志

川

那賀スポレクセンター
市道市場遠地２号線

行
財
政
改
革
の

経
過
を
報
告

　平成 18 年度に「紀の川市行財政改革大綱」と「紀の
川市行財政改革集中改革プラン」を策定し、５カ年
計画で行財政改革に取り組んでいます。
　計画は、識見者 10 人で組織する行財政改革推進委
員会からの助言をもとに、毎年見直しを行っていま
す。計画中、具体的な取り組みで主なものは次のと
おりです。

●行政評価システム
　H21 試行→ H22 導入
　成果志向の仕組みをつくる、市政の透明性を高め
る、職員の仕事意識を高めることを目的に、すべて
の事務事業を評価し公表します。

●職員数の適正化
　725 人　→　671 人　→　662 人
　合併時　　　  21 年 4 月　　  22 年 4 月

　合併時から 21 年 4 月までで 54 人の削減を行いま
した。当初の計画より早いペースで削減が進んでい
ます。

●その他の取り組みの中で特に成果のあったもの
　枠配分方式による予算編成（財政課）
　隔月検針の実施（水道総務課）
　地方債借入条件の設定見直し（財政課）
　学校給食センター給食配送業務の民間委託（学校
　教育課）
　文書管理ファイルの見直し（総務課）
　システム開発の精査（情報推進課）
　通信回線の見直し（情報推進課）

詳しくはこちら↓
http://www.city.kinokawa.lg.jp/soumu/index.html

【問い合わせ】総務課（℡ 77・2511　本庁）

20人の挑戦者たち
（選手の氏名、学校名と学年、意気込み）

川口紗永（長田小６）どんな練習でもムダなものはない
と思います。１つ１つの練習を一生懸命後悔しない
ようにいきたいです。

阪田七彩（田中小６）私は走ることが好きです。小学校
生活最後の年のいい思い出になるよう全力でがんば
ります。

中嶋夕佳（長田小５）今年初めてですけどがんばります。
自己ベストが出るようにがんばります。

奥　夕稀（上名手小６）初めて選ばれてとてもうれしい
です。自己ベストを少しでもうわまわることができ
るように練習して、最後までがんばりたいです。

柳谷千夏（竜門小６）駅伝の代表になれてすごくうれし
いです。練習は厳しいと思いますが一生懸命がんば
ります。

新宅康弘（中貴志小６）チームのために最後まであきら
めずに走りたいです。

栂野壱式（粉河小６）紀の川市チームのメダル獲得と個
人の区間賞をめざしてがんばります。

山根昴希（東貴志小５）本番で走れるように練習をがん
ばります。本番で走れたら区間賞をねらいます。

栗栖拓巳（竜門小５）日々みんなに負けないように努力
してタイムが縮まるようにがんばる。

斎藤翔太（竜門小５）出場できるように、みなさんの足
を引っ張らないように、一生懸命頑張ります。

川口智衣（粉河中２）一生懸命練習して、本番ではチーム
みんなで力を合わせて上位をめざしたいです。

西岡里紗（那賀中２）メンバーに選ばれたチャンスを生か
して、チームのため、そして自分の未来につながる走
りができるように全力で頑張ります。

新宅由佳（貴志川中２）紀の川市に貢献できるように、また、
区間賞を取れるように頑張ります。

津田桃子（荒川中３）力の限り、精一杯頑張ります。

中西美帆（貴志川中３）紀の川市民の代表としての誇りを
胸にチーム一丸となって精一杯走りたいと思いますの
で応援よろしくお願いします。

椿本将也（貴志川中２）練習をしっかりして、タイムを上げ、
紀の川市の順位を１つでも上げれるようにがんばりま
す。

大植圭造（那賀中３）チーム一丸となって、去年の順位よ
りも、一つでも上の順位になれるようがんばりたいで
す。応援よろしくおねがいします。

野田周吾（打田中２）紀の川市代表に選ばれたので、一生
懸命がんばりたいと思います。

坂浦天馬（荒川中３）今までバスケ一筋だったので、中学
校最後の年にして初参加です。駅伝の経験で言うと一
番後輩かもしれませんが、練習から気持ちを込めた走
りで「さすが最上級生だなあ」と思ってもらえるよう、
がんばるつもりです。本番誰が走ってもよい結果が残
せるよう、20 人で切磋琢磨し合ってがんばろう！

中西将太（貴志川中２）できる限りの力を出せるようがん
ばります。

①

②

③

至粉河駅

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
代
表
チ
ー
ム
・
行
財
政
改
革
・
土
地
開
発
公
社
土
地
販
売

大会は２月21日（日）

ジュニア駅伝代表チーム

最前列　左から赤井博志コーチと小学生女子（川口さん、阪田さん、中嶋さん、柳谷さん、奥さん）
２列目　林　重孝コーチ、小学生男子（斉藤くん、新宅くん、栗栖くん、栂野くん、山根くん）と鈴木常二監督
３列目　中学生女子（中西さん、新宅さん、西岡さん、川口さん、津田さん）
最後列　中学生男子（野田くん、椿本くん、中西くん、大植くん、坂浦くん）

南消防署

高嶋橋
県道丸栖桃山線
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中
コ
ミ
親
子
体
操

■
と
き
…
２
月
６
日
（土）
午
後
1

時
～

■
と
こ
ろ
…
中
貴
志
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
３
階
大
集
会
室

■
内
容
…
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
「

ア
ル
テ
リ
ー
ヴ
ォ
和
歌
山
」
と

す
る
親
子
体
操

■
定
員
…
３
～
５
歳
児
の
親
子

先
着
15
組

■
持
ち
物
…
水
筒

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

紀
の
川
市
を
世
界
一

美
し
い
ま
ち
に

　

市
内
各
地
区
で
駅
周
辺
と
道

路
の
清
掃
を
実
施
し
ま
す
。
み

な
さ
ん
も
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き
…
2
月
20
日
（土）
午
前
9

時
～
11
時
（
雨
天
中
止
）

■
集
合
場
所

桃
山
地
区
…
桃
源
郷
運
動
公
園

と
桃
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

打
田
地
区
…
市
役
所
本
庁

粉
河
地
区
…
粉
河
分
庁
舎

那
賀
地
区
…
那
賀
分
庁
舎

貴
志
川
地
区
…
貴
志
川
分
庁
舎

【
問
い
合
わ
せ
】
環
境
衛
生
課

（
℡
77
・
２
５
１
１　

本
庁
北

別
館
）

中
貴
志
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
℡
65
・
１
１
５
５　

月
・

火
・
祝
日
休
館
）

桃
源
郷
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン

　

４
月
４
日
（日）
に
開
催
す
る
第

５
回
紀
の
川
市
桃
源
郷
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。（
締
め
切
り
は
３
月
４
日

（木）
）

　

詳
細
は
、
大
会
事
務
局
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
込
用

紙
を
送
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
課
内
大
会
事
務
局
（
℡
64
・

９
１
６
４
）

こ
れ
か
ら
の
健
康
づ

く
り

メ
ン
ト
ル
ス
ク
ー
ル
健
康
推
進

講
座
『
免
疫
を
高
め
よ
う
！
こ

れ
か
ら
の
健
康
づ
く
り　

食
と

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
改
善
学

習
』

■
と
き
…
３
月
６
日
（土）
午
後
１

時
30
分
開
演

■
と
こ
ろ
…
打
田
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー

■
定
員
…
30
人

■
申
し
込
み
…
２
月
15
日
（月）
ま

で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

打
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
℡

77
・
３
１
４
０　

Fax
　

77
・
２
７

９
９
）

市民税 ･ 県民税申告書を送付

　１月下旬に 22 年度の「市民税 ･ 県民
税申告書」を送付しました。対象は、21
年中に「市民税 ･ 県民税申告書」「市民
税 ･ 県民税簡易申告書、国民健康保険税
申告書」を市役所へ提出した人です。
　申告書は、同封の書き方を参考に記入
いただき、返送してください。書き方が
わからない場合は、市役所の申告会場で
相談してください。

確定申告、市県民税申告の申告期限は３
月 15 日（月）です。忘れずに申告を

納期限のお知らせ　３月１日（月）

■固定資産税　第４期
【問い合わせ】市民税課　℡ 77・2511

■国民健康保険税　第９期
■後期高齢者医療保険料　第８期

【問い合わせ】国保年金課　℡ 77・2511

■介護保険料　第９期
【問い合わせ】高齢介護課　℡ 75・5328

木曜の夜間（８時まで、２月 11 日の祝日はのぞく）
と第２日曜（午前９時～午後０時 30 分）に納付・
納税相談窓口（本庁　収税課・市民税課・国保年金課）
を開設しています。（国保税、固定資産税・都市計画
税、市県民税、軽自動車税）

募
集

昨年の桃源郷ハーフマラソンには
829人が参加

広
報
紀
の
川
の
配
布
は
毎
月
１
日
～
５
日
で
す
。
５
日
を
過
ぎ
て
も
届
か
な
い
場
合
は
、
配
布
委
託
業
者
㈱
ダ
イ
コ
ク
（
℡
０
１
２
０
・
６
０
・
３
９
１
２
）
ま

で
連
絡
く
だ
さ
い
。

案
内
・
募
集
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広告スペース

あなたも広告を掲載してみませんか（有料です）

問い合わせ　広報広聴課（℡0736・77・0813）

軽
自
動
車
の
手
続
き

は
４
月
１
日
ま
で
に

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
で
登
録
し
て
い
る
名

義
の
人
に
１
年
分
を
納
め
て
い

た
だ
く
税
金
で
す
。

　

変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
車

の
種
類
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
場

所
で
、
す
み
や
か
に
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
場
所

原
動
機
付
自
転
車
（
125

　

cc
以

下
）・
小
型
特
殊
自
動
車
（
農

耕
作
業
用
自
動
車
、
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
な
ど
）、
ミ
ニ
カ
ー

（
50

　

cc
以
下
）
は
、
市
役
所
市

民
税
課
・
各
支
所
市
民
生
活
係
・

鞆
渕
出
張
所

軽
二
輪
（
126

　

cc
～
250

　

cc
）
と

二
輪
の
小
型
自
動
車
（
251

　

cc

案
内

以
上
）は
和
歌
山
運
輸
支
局（
℡

０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
６
５
）

軽
自
動
車（
四
輪
・
三
輪
）は
軽
自

動
車
検
査
協
会
和
歌
山
事
務
所

（
℡
０
７
３
・
４
３
３
・
４
６
５

５
）

　

軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

は
、
毎
年
５
月
初
旬
に
発
送
し

ま
す
。（
納
期
限
は
５
月
末
）

口
座
振
替
の
振
替
日
は
納
期
限

日
と
同
じ
で
す
。
口
座
振
替
の

開
始
、
変
更
、
廃
止
な
ど
は
、

４
月
末
ま
で
に
金
融
機
関
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
民
税
課
（
℡

77
・
２
５
１
１　

本
庁
）

農
地
の
相
続
も
届
出

を
　

農
地
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、

許
可
を
必
要
と
し
な
い
相
続
な

ど
で
農
地
を
取
得
し
た
場
合
も

農
業
委
員
会
へ
の
届
け
出
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
農
業
委

員
会
で
は
、
届
け
出
の
あ
っ
た

農
地
に
つ
い
て
、
き
ち
ん
と
把

握
し
、有
効
利
用
を
進
め
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
農
業
委
員
会

事
務
局
（
℡
73
・
３
３
１
１　

粉
河
分
庁
舎
）

電
子
証
明
書
の
有
効

期
限
は
３
年

　

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の

電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
は
、

発
行
の
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

　

有
効
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
国

税
の
申
告
な
ど
の
電
子
申
請
・

届
け
出
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
更
新
の
手
続
き
は
市
民

課
窓
口
で
。

※
有
効
期
間
は
券
面
に
は
記
載

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
詳
し
く

は
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
（
ア
ド
レ
ス
は

下
欄
外
に
）
を
参
照
く
だ
さ
い

■
更
新
時
に
必
要
な
も
の
…
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
顔
写
真

付
き
の
公
的
な
証
明
書
（
運
転

免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）、

発
行
手
数
料
５
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】
市
民
課
（
℡

77
・
２
５
１
１　

本
庁
）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

を
更
新

　

貴
志
川
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ラ

ザ
・
那
賀
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
の
機
器
を
追
加
・
一

部
入
れ
替
え
し
、
こ
れ
ま
で
よ

り
さ
ら
に
充
実
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
課
（
℡
64
・
９
１
６
４　

貴

志
川
分
庁
舎
）
／
那
賀
総
合
セ

ン
タ
ー
（
℡
75
・
２
２
２
１
）

379人が未納

納め忘れはありませんか？
後期高齢者医療保険料

　21 年 12 月 1 日 現 在、 後 期 高
齢者医療保険料の未納者は 379
人です。

（20 年度分の未納者 71 人、21 年
度 11 月 納 期 分 ま で 308 人、21
年 11 月 末 現 在 の 被 保 険 者 数 は
9,139 人）
　今一度、納付忘れがないかど
うかお手元の納付書などでご確
認ください。

【問い合わせ】国保年金課高齢者
医療係（℡ 77・2511　本庁）

公的個人認証サービスポータルサイトhttp://www.jpki.go.jp/

貴志川・那賀ともに筋力トレーニング
やウォーキング・ランニングのための
機器がずらりと並ぶ。写真は那賀体育
館トレーニングルーム。
利用料は問い合わせください。
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暮
ら
し
の
情
報

■
持
ち
物
…
弁
当
・
水
筒
・
雨

具※
申
込
不
要
で
す
。
小
学
生
以

下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

【
問
い
合
わ
せ
】
紀
の
川
市

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会　

津
山

（
℡
75
・
２
１
０
５　

午
後
６

時
～
９
時
）

■
と
き
…
２
月
18
日
（木）
午
前
10

時
～
正
午

■
と
こ
ろ
…
岩
出
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー（
ｉ
ｉ
セ
ン
タ
ー
）

■
内
容
…
大
会
宣
言
、
記
念
講

演
、
県
警
音
楽
隊
の
演
奏
、
啓

市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

大
会

　

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
と
は
、
羽
根

付
き
の
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
、
４

人
で
プ
レ
ー
す
る
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

コ
ー
ト
の
広
さ
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
と
同
じ
で
す
。

■
と
き
…
２
月
27
日
（土）
午
前
８

時
30
分
受
付
／
９
時
開
会

■
と
こ
ろ
…
貴
志
川
体
育
館

■
参
加
資
格
と
種
目
…
市
内
に

在
住
・
在
勤
の
16
歳
以
上

●
男
女
混
合
の
部
（
１
チ
ー
ム

男
子
１
人
以
上
・
女
子
２
人
以

上
の
男
女
混
合
）

●
女
子
の
部
（
１
チ
ー
ム
女
子

４
人
）

■
参
加
費
…
１
チ
ー
ム
５
０
０

円■
申
し
込
み
…
２
月
15
日
（月）
ま

募
集

で
に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
各
館
へ

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
（
連
絡

先
は
欄
外
に
記
載
）

【
問
い
合
わ
せ
】
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
課
（
℡
64
・
９
１
６
４　

貴

志
川
分
庁
舎
）

デ
ィ
ス
コ
ン
大
会

　

デ
ィ
ス
コ
ン
と
は
、
ポ
イ
ン

ト
を
ね
ら
っ
て
手
の
ひ
ら
大
の

円
盤
を
投
げ
あ
い
、
ど
ち
ら
が

そ
の
ポ
イ
ン
ト
に
近
づ
い
て
い

る
か
を
競
う
簡
単
な
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。年
齢
、性
別
を
問
わ
ず
小

さ
な
ス
ペ
ー
ス
で
楽
し
め
ま
す
。

■
と
き
…
３
月
13
日
（土）
午
後
１

時
30
分
～

■
と
こ
ろ
…
打
田
体
育
館

■
対
象
…
市
内
在
住
・
在
勤
の

人■
定
員
…
先
着
24
組
（
１
組
１

～
３
人
）

■
参
加
料
…
５
０
０
円
（
保
険

代
含
む
）

■
持
っ
て
く
る
も
の
…
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ

■
申
込
期
間
…
２
月
15
日
（月）
～

26
日
（金）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

打
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
℡

77
・
３
１
４
０
）

市
民
体
力
テ
ス
ト

　

ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
に
よ
る

講
演
・
体
力
測
定
で
自
分
の
体

力
年
齢
を
知
ろ
う
。

■
と
き
…
３
月
14
日
（日）
午
前
９

時
15
分
～
（
受
付
９
時
）

■
と
こ
ろ
…
那
賀
体
育
館

■
対
象
…
市
内
在
住
・
在
勤
の

20
～
79
歳
の
人

■
定
員
…
先
着
50
人

■
持
ち
物
…
上
ぐ
つ
・
タ
オ
ル

■
申
し
込
み
…
２
月
16
日
（火）

～
３
月
５
日
（金）
の
間
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
課
各
館
へ
電
話
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
（
連
絡
先
は
欄

外
に
記
載
）

【
問
い
合
わ
せ
】
那
賀
総
合
セ

ン
タ
ー
（
℡
75
・
２
２
２
１
）

も
う
一
度
高
校
で
学

び
ま
せ
ん
か

　

県
立
紀
の
川
高
等
学
校
で
は

編
入
学
の
生
徒
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
以
前
に
高
等
学
校
に
在

籍
し
、
中
途
退
学
し
た
人
が
対

象
で
す
。

■
出
願
期
間
…
２
月
15
日
（月）
～

19
日
（金）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
試
験
…
３
月
11
日
（木）

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
県
立
紀
の
川

高
等
学
校
（
℡
０
７
３
６
・
22

・
０
６
１
９
）

熊
野
古
道
を
歩
こ
う

■
と
き
…
２
月
14
日
（日）
午
前
９

時
30
分
受
付
／
10
時
ス
タ
ー
ト

（
荒
天
中
止
）

■
集
合
場
所
…
わ
か
や
ま
電
鉄

貴
志
川
線　

伊
太
祈
曽
駅
前

■
歩
行
コ
ー
ス
…
伊
太
祈
曽
駅

か
ら
Ｊ
Ｒ
海
南
駅
ま
で
の
約
10

キ
ロ
（
途
中
、
四
つ
石
地
蔵
、

熊
野
一
の
鳥
居
跡
、
藤
白
王
子

な
ど
を
通
過
）

■
参
加
費
…
２
０
０
円

発
品
の
配
布

【
問
い
合
わ
せ
】
総
務
課
（
℡

77
・
２
５
１
１　

本
庁
）

食
育
フ
ェ
ア

■
と
き
…
２
月
20
日
（土）
午
前
10

時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
…
粉
河
ふ
る
さ
と
セ

ン
タ
ー

■
内
容
…
食
育
に
関
す
る
体
験

コ
ー
ナ
ー
や
講
演
会
、
紙
芝
居

の
読
み
聞
か
せ
、
郷
土
料
理
の

ふ
る
ま
い
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】
農
業
振
興
課

（
℡
73
・
３
３
１
１　

粉
河
分

庁
舎
）

第
41
回
日
展

■
と
き
…
２
月
20
日
（土）
～
３
月

28
日
（日）

■
と
こ
ろ
…
大
阪
市
立
美
術
館

（
天
王
寺
公
園
内
）

　

紀
の
川
市
か
ら
、
笠
野
崇
法

さ
ん
と
谷
口
和
光
さ
ん
の
作
品

（
と
も
に
書
道
）
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

■
料
金
…
一
般
当
日
１
千
円

（
前
売
り
割
引
、
団
体
割
引
な

ど
あ
り
、
中
学
生
以
下
無
料
）

春
を
招
く
風
物
詩　

　
『
紀
の
川
流
し
雛
』

■
と
き
…
３
月
３
日
（水）
午
後
１

時
～

■
と
こ
ろ
…
粉
河
寺
、
中
津
川

河
畔
（
粉
河
分
庁
舎
前
）

■
内
容
…
祈
願
祭
（
粉
河
寺
境

内
）、
大
行
列
（
と
ん
ま
か
通

り
）、雛
流
し（
粉
河
分
庁
舎
前
）

【
問
い
合
わ
せ
】
粉
河
ふ
る
さ

と
セ
ン
タ
ー
（
℡
73
・
３
３
１

２
）

新年民謡の集い
　竜唱会

竜唱会の会員と応援の人たちによ
る民謡・三味線舞踊をお楽しみく
ださい。

とき…２月７日（ 日 ）午前 11 時
30 分～

ところ…粉河ふるさとセンター

【問い合わせ】竜唱会　会長中尾
（℡ 77・2910）

催
し

生涯スポーツ課各館
の連絡先
■生涯スポーツ課

■打田生涯学習ｾﾝﾀｰ

■粉河ふるさとｾﾝﾀｰ

■那賀総合センター

■桃山会館

℡ 64・9164
Fax 64・6599

℡ 77・3140
Fax 77・2799

℡ 73・3312
Fax 73・8353

℡ 75・2221
Fax 75・2659

℡ 66・2288
Fax 66・2289

市民の

募
集
・
催
し

掲示板

岩
出
・
紀
の
川

暴
力
団
追
放
市
民
大
会

真夏の夜空に
『夢花火』を

市民まつりスタッフ大募集

まつりの企画に興味と意欲のある人を募集します。ス
タッフは市民まつりの企画準備から開催、片付けまでを
行います。
■募集期間…３月下旬まで
■対象…市内在住・在勤・通学の人
■申し込み…各支所設置の申し込み用紙で

【問い合わせ】市民まつり実行委員会事務局（商工観光
課内　℡ 73・3311 ／ Fax73・7267）

70 チーム 310 人の無事故無違反
者を表彰（1 月 13 日）近畿大学
生物理工学部安全運転コンテスト

まちかど写真館

正月用の鯛を焼く（12 月 29 日・打
田駅前）

まちかど写真館

前
ペ
ー
ジ
の
つ
づ
き

広告スペース

まずは一度問い合わせください

問い合わせは

広報広聴課

（℡0736・77・0813）
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↓市役所の電話番号案内（8：45 ～ 17：30）

■市役所本庁　℡ 77・2511
税金、住民票、戸籍、印鑑登録、国民健康
保険、国民年金、健康診断、母子手帳、環境、
地域巡回バス、国勢調査、入札、上水道な
ど

■粉河分庁舎　℡ 73・3311
農業、林業、観光、商業など

■鞆渕出張所　℡ 79・0001

■那賀分庁舎　℡ 75・3111
保育所、子育て教室、介護保険、介護予防、
障害者手帳、那賀地区のし尿収集など

■桃山分庁舎　℡ 66・1100
道路、河川、開発、市営住宅、下水道、地
籍調査など

■貴志川分庁舎　℡ 64・2525
小・中学校、幼稚園などの教育関係、成人式、
文化財、青少年健全育成、生涯スポーツなど

ごみ（廃棄物対策課℡ 77・2511）
■粗大ごみの収集依頼
■打田美化センター
■粉河クリーンセンター
■那賀アメニティセンター
■貴桃クリーンセンター

生涯学習・生涯スポーツ
■生涯学習課
■生涯スポーツ課
■打田生涯学習センター
■粉河ふるさとセンター
■那賀総合センター
■桃山会館
■貴志川生涯学習センター

℡ 77・0857
℡ 77・4804
℡ 73・5705
℡ 75・4001
℡ 67・0022

℡ 64・9163
℡ 64・9164
℡ 77・3140
℡ 73・3312
℡ 75・2221
℡ 66・2288
℡ 64・2273

困ったときの

相談
県民相談・交通事故相談などは「県民の友」
を見てください。また、社会福祉協議会が
行う心配ごと相談などは「福祉きのかわ」
を見てください。
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19 病院・警察・消防署の電話番号

■公立那賀病院

■那賀休日急患診療所

■鞆渕診療所

■岩出警察署

■〃打田交番

■〃南中警察官駐在所

■〃粉河幹部交番

■〃長田警察官駐在所

■〃龍門警察官駐在所

■〃鞆渕警察官駐在所

■〃那賀交番

■〃安楽川警察官駐在所

■〃調月警察官駐在所

■〃貴志川交番

■那賀消防組合本部

■岩出保健所

困
っ
た
と
き
の
相
談

暮
ら
し
の
情
報

℡ 77・2019

℡ 77・6410

℡ 79・0009

℡ 63・0110

℡ 63・0110

℡ 77・3041

℡ 73・2054

℡ 63・0110

℡ 63・0110

℡ 79・0017

℡ 75・2066

℡ 66・0012

℡ 66・0629

℡ 63・0110

℡ 61・0119

℡ 63・0100

※相談のページの「平日」とは、
祝日を除く月曜日～金曜日のこ
とです。

弁
護
士
相
談

■
紀
の
川
市
弁
護
士
相
談

℡
77
・
２
５
１
１
（
市
民
課
）

３
月
３
日
（水）
午
後
1
時
30
分
～

本
庁
北
別
館
２
階
Ｂ
会
議
室

（
電
話
予
約
が
必
要　

先
着
５
人
）

予
約
受
付
開
始
…
２
月
17
日
（水）
午
前

９
時
～

行
政
相
談

■
紀
の
川
市
行
政
相
談

℡
77
・
２
５
１
１
（
市
民
課
）

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政

相
談
員
が
行
政
全
般
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
ど
の
会
場
で
も
相

談
は
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
２
月
10
日
（水）
午
後
１
時
～
３
時

　

粉
河
分
庁
舎
３
階
Ｅ
会
議
室

○
２
月
16
日
（火）
午
後
1
時
～
３
時

　

貴
志
川
分
庁
舎
１
階
相
談
室

○
２
月
17
日
（水）
午
後
1
時
～
３
時

　

本
庁
南
別
館
２
階
相
談
室

人
権
相
談

■
紀
の
川
市
人
権
相
談

℡
77
・
０
８
５
５
（
人
権
啓
発
推
進

課
直
通
）

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権

擁
護
委
員
が
人
権
全
般
に
つ
い
て
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
事
前
申
し
込
み

不
要
で
、
ど
の
会
場
で
も
相
談
は
受

け
ら
れ
ま
す
。

○
２
月
10
日
（水）
午
後
１
時
～
３
時

　

那
賀
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

○
３
月
10
日
（水）
午
後
１
時
～
３
時

　

貴
志
川
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　

相
談
室

○
４
月
14
日

（水）
午
後
１
時
～
３
時

　

桃
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
相

　

談
室

子
ど
も

■
市
役
所
子
育
て
支
援
課
の
家
庭
児

童
相
談

℡
75
・
５
３
０
７
（
那
賀
分
庁
舎
内
）

平
日
の
午
前
8
時
45
分
～
午
後
5
時

30
分

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
子
育
て

に
関
す
る
相
談

℡
66
・
０
４
０
４
（
桃
山
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
）

℡
75
・
２
３
３
１
（
那
賀
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
）

■
子
ど
も
と
家
庭
の
電
話
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
７
・
１
１
５
２

平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
8
時
／

土
、
日
、
祝
日
午
前
9
時
～
午
後
4

時
30
分

■
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番　

和
歌

山
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
委
員
室

℡
０
７
３
・
４
２
５
・
２
７
０
４

　

い
じ
め
や
登
校
拒
否
、
虐
待
な

ど
、
子
ど
も
の
人
権
に
か
か
わ
る

問
題
に
つ
い
て
電
話
相
談
に
応
じ
ま

す
。
月
～
金
曜
日

女
性

■
女
性
相
談

℡
０
７
３
・
４
３
５
・
５
２
４
６

（
県
男
女
共
生
社
会
推
進
セ
ン

タ
ー
）

○
面
接
相
談
は
、
月
～
土
曜
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時
30
分
（
電
話
予
約

必
要
）

○
電
話
相
談
は
午
後
８
時
30
分
ま
で

○
女
性
弁
護
士
に
よ
る
相
談

と
き
…
２
月
９
日
（火）
、
10
日
（水）
、
24

日
（水）
、
３
月
４
日
（木）
（
電
話
予
約
必

要
）
※
２
月
９
日
は
橋
本
市
の
伊
都

振
興
局
で
開
催

■
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
５
・
０
７
９
３
（
県

子
ど
も
・
女
性
・
障
害
者
相
談
セ
ン

タ
ー
）

○
電
話
相
談
は
、
毎
日
午
前
9
時
～

午
後
9
時
30
分

○
面
接
相
談
は
、
平
日
の
午
前
9
時

～
午
後
5
時
45
分
（
電
話
予
約
必

要
）

高
齢
者

■
紀
の
川
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

℡
78
・
３
３
１
４　

打
田

℡
73
・
６
０
６
０　

粉
河

℡
75
・
３
６
０
１　

那
賀

℡
66
・
３
０
１
３　

桃
山

℡
64
・
０
３
３
１　

貴
志
川

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時

30
分

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高

齢
者
の
健
康
の
維
持
、向
上
や
安
定
し

た
生
活
の
た
め
の
支
援
を
し
ま
す
。

消
費
生
活

■
架
空
請
求
・
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ（
契

約
の
解
消
）
の
相
談
（
紀
の
川
く
ら

し
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
相
談
）

℡
77
・
１
７
７
０

毎
週
水
・
金
曜
日
の
午
後
１
時
～
３

時
本
庁
北
別
館
１
階
く
ら
し
の
窓
口

こ
こ
ろ
・
か
ら
だ

■
働
く
人
の
健
康
相
談

℡
０
７
２
６
・
42
・
２
５
０
２
（
伊

都
・
那
賀
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
）

産
業
医
が
第
２
日
曜
の
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分
、
那
賀
休
日
急
患
診

療
所
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
に
関
す

る
相
談
と
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
に

関
す
る
相
談

℡
78
・
２
８
０
８
（
麦
の
郷　

紀
の

川
・
岩
出
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
）

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
5
時

■
難
病
に
関
す
る
相
談

℡
77
・
５
１
６
１
（
難
病
連
家
族
会

き
ほ
く
）

平
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

℡
61
・
０
０
２
１
（
岩
出
保
健
所
）

　

精
神
科
医
と
精
神
保
健
福
祉
相
談

員
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
難
病
患
者
や
長
期
療
養
児
の
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
５
・
０
５
２
０
（
県

難
病
・
子
ど
も
保
健
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
）

　

難
病
患
者
や
長
期
療
養
児
の
療
養

な
ど
に
関
す
る
様
々
な
相
談
や
情
報

提
供
。

平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時
30
分

■
障
害
者
の
相
談

℡
０
７
３
・
４
４
５
・
７
３
１
４
（
子

ど
も
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
）

　

身
体
や
知
的
障
害
の
あ
る
人
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
精
神
障
害
者
の
相
談

℡
０
７
３
７
・
５
２
・
３
２
２
１
（
県

立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
内
）

　

毎
週
火
曜
日
の
正
午
～
午
後
３
時

ま
で
、
和
歌
山
県
精
神
障
害
者
家
族

会
が
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
家
族
と
し

て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
働
く
こ
と
に
不
安
が
あ
る
人
の
相

談℡
０
７
３
・
４
２
７
・
３
５
０
０
（
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
わ
か
や

ま
）

月
～
土
曜
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

就
職

■
職
業
相
談　

紀
の
川
ワ
ー
ク
サ
ロ

ン
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
和
歌
山
）

℡
65
・
３
４
３
５

豊
富
な
経
験
を
持
つ
職
業
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
…
平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
5

時
　

■
巡
回
職
業
相
談　

２
月
16
日
（火）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
派
遣
さ
れ
た

相
談
員
が
、
就
職
に
つ
い
て
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

井
阪
文
化
会
館
／
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分

那
賀
総
合
セ
ン
タ
ー
／
午
後
１
時
～

２
時

古
和
田
会
館
／
午
後
２
時
30
分
～
３

時
30
分

【
問
い
合
わ
せ
】
商
工
観
光
課
（
℡

73
・
３
３
１
１
）

編集後記

　特集に登場していただいた平井諒さ

んと赤阪瑠美さん。取材中、２人とも、

「節目節目でいろいろな人との出会い

があり、自分の夢をかなえられている」

と話してくれたのが印象に残りました。

　プロスポーツ選手として活躍するた

めには、恵まれた才能と地道な努力は

もちろんのこと、自分のことを理解し

て才能を引き出してくれる指導者や、

互いに切磋琢磨（せっさたくま）できる

チームメイト・ライバルたち、周りで

支えてくれる家族・友人など、大勢の

人たちの存在も欠かすことができませ

ん。また、チャンスを確実に自分のも

のにする「運」も必要です。これらをす

べて兼ねそろえた人のみがプロ選手に

なれるのだと感じました。

　これから先、みんなの「あこがれ」で

あり続けるためには、想像以上の努力

が必要でしょう。でも、２人ならきっ

とやってくれるはずです。

　これからもみんなに夢や感動を与え

て続けて欲しいと思います。（by てつ）

若者サポートステーションが
２月 10 日（水）、

打田生涯学習センターで
個別相談会と

若者キャリアセミナーを開催

若者キャリア教育セミナーのタイトルは
「お金の稼ぎ方／働き方と生活スタイル

を考え、お金の使い方から価値観を見つ
め直す」
申し込み必要（２月８日まで）
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新
成
人
の
夢

新
成
人
に
聴
く

成
人
式
会
場
で
、
今
持
っ
て
い
る
夢
や
目
標
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

1 月 10 日に行われた紀の川市成人式。新成人を代表して池峯瞬也さん
が、成人としての誓いを述べた。（写真手前は中村市長）
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23 情報23
　

と
し
ょ
か
ん
情
報

わ
た
し
の
ま
ち
の
文
化
財

＝開館　 ＝休館

開館
状況

打
田

図
書

館
（

℡
78・

2010）

粉
河

図
書

館
（

℡
73・

3312）

那
賀

図
書

館
（

℡
75・

3111）

桃
山

図
書

館
（

℡
66・

9678）

貴志川図書館（℡
64

・46
14

） 　

桃
山
地
域
周
辺
に
、
か
つ
て

滑か
っ
せ
き石

採
掘
と
言
う
珍
し
い
鉱
業

が
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

滑
石
は
白
ま
た
は
緑
色
の
滑

ら
か
な
光
沢
を
も
つ
柔
ら
か
い

鉱
物
で
、
し
か
も
加
工
し
や

す
い
の
で
、
古
代
に
は
勾ま
が
た
ま玉

、

臼う
す
だ
ま玉

な
ど
祭さ

い
し祀

用
具
に
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

和
歌
山
市
大だ

い
に
ち
や
ま

日
山
遺
跡
な
ど

県
内
遺
跡
だ
け
で
な
く
、
橿か
し
は
ら原

市
曽そ

が我
遺
跡
な
ど
隣
接
府
県
の

遺
跡
で
も
大
量
の
滑
石
製
品
が

出
土
し
て
い
ま
す
。
中
世
で
は

旧
打
田
町
高
野
の
高
野
寺
跡
や

寺
山
で
多
量
の
滑
石
製
宝ほ

う
と
う塔

が

祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

和
歌
山
県
の
滑
石
鉱
脈
は
紀

の
川
の
南
岸
、
龍
門
山
か
ら

西
の
地
域
に
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
旧
桃
山
町
と
和
歌
山
市
東

部
、
旧
貴
志
川
町
、
旧
粉
河
町

勝
神
、
旧
打
田
町
高
野
な
ど
で

す
。

　

こ
こ
に
は
三さ
ん
ば
が
わ

波
川
変
成
帯
特

有
の
蛇じ

ゃ
も
ん
が
ん

紋
岩
が
多
く
、
こ
の
蛇

紋
岩
と
炭
酸
が
反
応
し
て
滑
石

が
で
き
る
た
め
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

紀
の
川
市
南
岸
の
滑
石
鉱

山
が
盛
業
を
極
め
た
の
は

１
９
５
０
～
65
年
の
15
年
間
で

し
た
。
小
倉
鉱
山
（
和
歌
山
市

金
谷
）
と
平
尾
鉱
山
（
あ
ら
か

わ
石
筆
山
鉱
山
）
が
代
表
的
な

採
掘
場
で
、
こ
の
２
か
所
で
年

間
約
３
万
ト
ン
を
産
出
し
て
い

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

採
掘
の
人
数
は
ひ
と
つ
の
鉱

山
で
10
数
人
程
度
と
い
い
ま
す

か
ら
そ
う
多
く
は
な
く
、
付
近

の
農
家
の
人
た
ち
が
月
の
う
ち

半
分
を
採
掘
の
ア
ル
バ
イ
ト
に

充
て
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

抗
夫
た
ち
は
、
蛇
紋
岩
の
帯

の
中
に
入
っ
て
い
る
滑
石
の
鉱

脈
を
さ
ぐ
り
つ
つ
坑
内
を
50
ｍ

の
深
さ
に
掘
っ
た
り
、
横
坑

の
長
い
坑
で
は
３
０
０
ｍ
ま
で

掘
っ
た
り
し
て
採
掘
し
た
所
も

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
笹
草
に
お
お
わ
れ

昔
の
面
影
が
な
く
ほ
と
ん
ど
近

づ
け
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

鉱
業
は
町
域
の
長
い
歴
史
の

な
か
で
の
ほ
ん
の
短
い
出
来
事

に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
明
治
か

ら
昭
和
40
年
ま
で
の
間
、
桃
山

地
域
が
日
本
で
も
数
少
な
い
滑

石
の
産
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
記

憶
に
と
ど
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

（
平
成
14
年
桃
山
町
誌
・
歴
史

と
の
対
話
か
ら
）

■新しく入った本　図書名／著者名／出版社名／所蔵図書館名
□アバター／山田悠介／角川書店／打田
□ガールズ・ストーリー／あさのあつこ／ PHP 研究所／打田・那賀
□盲導犬サフィー、命の代償／秋山みつ子／講談社／桃山
□やさしいゆび編み／篠原くにこ／パッチワーク通信社／粉河
□贈ってうれしいチョコレートスイーツ／宮沢うらら／汐文社／貴志川

わたしのまちの文化財その　　滑石鉱山（桃山町周辺）

紀の川南岸の鉱業史

■『かいじゅうたちのいるところ』
モーリス・センダック作　じんぐうてるお訳／富山房／打田・貴志川・
桃山図書館

開館時間…打田・桃山図書館は午前９時30分～午後６時まで
粉河・那賀・貴志川図書館は午前９時30分～午後５時30分まで

■読み聞かせの予定
打田図書館 2 月 14 日（日） AM 10：30 ～ おはなしのくに（こども向け）

2 月 19 日（金） AM 9 ：45 ～ おはなしのくに（赤ちゃん向け）
粉河図書館 2 月 20 日（土） PM 1 ：30 ～ よみきかせのかい
那賀図書館 2 月 27 日（土） AM 10：00 ～ おはなしれっしゃ
桃山図書館 2 月 17 日（水） PM 2 ：00 ～ 赤ちゃんみらい号

2 月 19 日（金） PM 3 ：30 ～ こどもみらい号
貴志川図書館 2 月 7 日（日） AM 10：00 ～ おはなしのへや

２月
 （金）

 （土）

 （日）

 （月）

 （火）

 （水）

 （木）

 （金）

 （土）

 （日）

 （月）

 （火）

 （水）

 （木）

 （金）

 （土）

 （日）

 （月）

 （火）

 （水）

 （木）

 （金）

 （土）

 （日）

  5

 6

 7

 8

 9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

 （月）

 （火）

 （水）

 （木）

 1

 2

 3

 4 

３月

○29

「ファンタジーの世界へようこそ。一見こわいかいじゅうたちですが良く

見るとかわいい。マックスと一緒に空想の世界へ。」

世界中で 2,000 万人が読んだ大ベストセラー絵本。子どもの内面のドラ
マをみごとに描いて、今世紀最高の絵本と言われています。

金神鉱山（桃山町調月）で働いたことのある、
小西義夫さんに案内していただきました。こ
の先に横坑があり、この道は三輪貨物車も通
行していたそうです。
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まちの話題
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Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

25

■高校生が開発　

　授業の一環で、『ぷるぷる娘』を使った商品の
開発に取り組んでいた県立和歌山高校総合学科。
あめ製造メーカーの協力も得、できあがったキャ
ンデーは６色でそれぞれいちご・いちじく・かき・
キウイ・はっさく・ももの色になっています。
　12月 23日の発売日、開発に携わった生徒た
ちが青洲の里などで販売しました。写真は、担
当の下村先生と磯部彩佳さん、高野瞳さん。キャ
ンデーは引き続き販売されています。

■力ひとつに　1/11

　那賀消防組合の出初式で、演奏を披露した打田中学校吹奏楽部。地域の行事
に積極的に参加し、日ごろの練習の成果を披露しています。この日は、入場行
進など式典の伴奏も務め、会場の引き締まった雰囲気を作るのに一役買いまし
た。すでに引退している３年生も参加し、1～３年生がそろっての演奏はこれが
最後。前部長の京谷さん、現部長の神保さんとも「ひとつになって演奏できた」
と笑顔でした。

打田中学校吹奏楽部は、21年度県吹奏
楽コンクールで金賞、関西大会で銀賞
を受賞、マーチングコンテストでも関
西大会銅賞を受賞。部員数は1・2年
生合わせて22人。部長の神保侑奈さ
んは部の魅力を「吹奏楽部は全員がレ
ギュラー。全員の力をひとつにするた
めにがんばるところ」と話します。

■地域の人とタウンウォッチング

　地域の防災ハザードマップを作るために、荒
川中の生徒たちが地域の人たちと見回りました。
４つのグループに分かれて最上・元地区を調査
した結果、「急な坂やせまい道など、災害時に注
意が必要な場所が身近にあった（１年秦野竣策
さん）」「桃畑の水はポンプでもくみ上げられる
ようにしているところが多いので災害時にも使
える（元区長の宮下保さん）」などの発見があり
ました。

■心に響く歌声

　１月10日に、かがやきホールで開催された
貴志川コーラスの発足20周年記念コンサート。
今回は、貴志川高校出身で、世界的に活躍して
いるテノール歌手、北内雅也さんなどをゲスト
に迎えました。地元で歌うのは今回が初めてと
いう北内さんは、ナポリ民謡「サンタ・ルチア」
などの曲を披露。訪れた人たちは、北内さんの
力強いテノールの歌声や、貴志川コーラスの心
に響く歌声に、静かに聴き入っていました。

←CDも好評貸し出し中！
　紀の川ぷるぷる娘の歌、めっけもん
広場の歌のCDを打田図書館、貴志川
図書館で貸し出ししています。
粉河寺のフレーム切手売ってました→
　正月三が日に粉河郵便局の人たちが
境内で販売を行っていました。干支に
ちなんだトラが子どもたちに大人気！

■年に１度の対面

　粉河寺で毎年12月 18日に行われる童男会。
童男大士像が年に１日だけ公開されます。粉河
寺縁起絵巻によれば、童男大士は粉河寺の本尊、
千手観音の化身とされています。
　雪が降る早朝６時から開帳の法要が行われ、
童男大士がまつられている童男堂は参拝者で
いっぱいに。７年前から訪れているという貝塚
市の田中純子さんは「来年へのエネルギーにつ
ながります」と話していました。

米粉創作料理コンテスト本選出場の料理は見た目も魅力的なものばかり。これらの作品のレシピ集を作成し、青洲の里で配布する予定です。
青洲の里
米粉創作
料理コン
テスト●

最優秀賞　レンコン・ゴボウのお食事マフィン オーディエンス賞　米粉団子のグラタン 優秀賞　里芋団子のおろしがけ 優良賞　紀の郷蒸し 優良賞　米粉の黒豆入りわらびもち
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27 「
あ
り
が
と
う
、
も
っ
と
！

ず
っ
と
！
貴
志
川
線
」  

か
が

や
き
ホ
ー
ル　

　

昨
年
12
月
20
日
（日）
、
和
歌
山

電
鐵
社
長
・
小
嶋
光
信
さ
ん
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
・
水
戸
岡
鋭
治

さ
ん
を
来
賓
に
迎
え
、「
貴
志

川
線
の
未
来
を
つ
く
る
会
・
結

成
５
周
年
の
集
い
」
が
開
催
さ

れ
、
約
３
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
ス
ペ
シ
ャ
ル
対
談
と
し

て
、「
未
来
を
つ
く
る
会
」
代

表
・
濵
口
さ
ん
の
進
行
で
小
嶋

さ
ん
、
水
戸
岡
さ
ん
の
対
談

が
あ
り
ま
し
た
の
で
一
部
で
す

が
、
紹
介
し
ま
す
。

　
　

地
方
鉄
道
危
機
に
お
け
る

再
生
の
経
緯
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い

小
嶋　

こ
の
ま
ま
で
い
く
と
地

方
の
公
共
交
通
が
す
べ
て
滅
び

る
の
で
は
な
い
か
と
大
変
な
危

機
感
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
住
民
の
方
々
は

こ
れ
が
無
く
な
る
ま
で
気
づ
か

な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
全

国
の
各
地
域
か
ら
悲
鳴
が
上
が

り
、
そ
れ
を
解
決
す
る
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
、
私
た
ち

に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
の

か
と
模
索
し
て
い
た
と
き
に
南

海
電
鉄
貴
志
川
線
の
話
が
あ
り

貴
志
川
線
の
未
来
を
つ
く
る
会

の
活
動
を
知
り
ま
し
た
。

　

こ
の
貴
志
川
線
の
再
生
を

ベ
ー
ス
に
し
て
地
方
の
鉄
道
を

残
せ
る
よ
う
な
体
系
を
作
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
が

経
緯
で
す
。

　
　

貴
志
駅
の
「
た
ま
」
を
駅

長
に
任
命
し
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い

小
嶋　

今
か
ら
４
年
前
の
４
月

の
こ
と
で
す
。
貴
志
駅
で
の
開

業
式
セ
レ
モ
ニ
ー
が
終
わ
っ

て
、
伊
太
祈
曽
の
本
社
へ
帰
ろ

う
と
し
た
時
に
駅
売
店
の
小
山

さ
ん
か
ら
「
う
ち
の
た
ま
ち
ゃ

ん
が
こ
こ
に
住
め
な
く
な
る
何

と
か
し
て
駅
に
置
い
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
小
山
さ
ん
は
「
た
ま

ち
ゃ
ん
は
、
三
毛
猫
で
男
の
子

だ
っ
た
ら
３
０
０
万
円
す
る
の

よ
！
う
ち
の
た
ま
ち
ゃ
ん
は
女

の
子
だ
け
ど
１
０
０
万
円
は
す

る
わ
よ
」
と
言
う
の
で
す
。

　

私
は
、
１
０
０
万
円
の
ね

こ
を
見
て
み
た
い
な
～
と
思
い

ふ
ら
ふ
ら
っ
と
付
い
て
い
き
ま

し
た
、
そ
し
て
対
面
し
た
瞬
間

に
「
び
び
び
っ
」
と
し
ま
し

た
。
き
り
っ
と
し
た
目
で
私
を

「
ぐ
っ
」
と
見
据
え
て
い
る
の

で
す
。

　

こ
の
子
を
何
と
か
し
て
あ
げ

た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
社
員

に
負
担
が
掛
か
る
か
な
～
、
お

客
さ
ん
に
迷
惑
が
掛
か
ら
な
い

か
な
～
こ
の
問
題
を
解
決
す
る

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、

ぐ
る
ぐ
る
頭
を
駆
け
め
ぐ
ら
し

思
い
付
い
た
の
が
再
生
の
た
め

に
無
人
駅
に
し
た
こ
の
駅
で
、

駅
長
に
し
て
あ
げ
た
ら
皆
様
に

納
得
し
て
も
ら
え
る
!!

　

そ
こ
で
小
山
さ
ん
に
「
た
ま

ち
ゃ
ん
に
は
駅
長
と
し
て
働
い

て
も
ら
え
ま
す
か
」
と
提
案
し

た
ら
、
大
喜
び
で
了
承
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

最
初
は
、「
こ
こ
に
た
ま
ち
ゃ

ん
が
住
め
る
よ
う
に
し
て
あ
げ

よ
う
」
そ
れ
だ
け
の
思
い
だ
っ

た
の
で
す
が
、
日
本
の
み
な

ら
ず
世
界
の
ア
イ
ド
ル
に
ま
で

な
っ
て
恩
返
し
し
て
く
れ
る
と

は
想
像
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
　
「
い
ち
ご
電
車
」「
お
も

ち
ゃ
電
車
」「
た
ま
電
車
」
の

デ
ザ
イ
ン
に
苦
労
し
た
点
を
教

え
て
く
だ
さ
い

水
戸
岡　

苦
労
し
た
こ
と
は
有

り
ま
せ
ん
、
皆
さ
ん
が
望
ん
で

い
る
こ
と
を
勝
手
に
想
像
し
て

デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
す
。

　

地
方
の
ロ
ー
カ
ル
線
の
再
生

は
大
変
む
ず
か
し
く
、
最
初

に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
こ
と
を

し
な
け
れ
ば
続
か
な
い
も
の
で

す
。

　

じ
ゃ
あ
な
に
を
す
れ
ば
い
い

か
「
い
ち
ご
」
を
電
車
に
デ
ザ

イ
ン
す
れ
ば
誰
が
見
て
も
楽
し

そ
う
で
お
い
し
そ
う
、
そ
れ
に

色
が
い
い
で
す
、
白
の
車
体
に

赤
い
い
ち
ご
が
映
え
る
。
実
は

白
い
車
体
と
い
う
の
は
最
も
汚

れ
る
色
で
す
が
、
こ
れ
を
き
れ

い
に
保
つ
こ
と
が
出
来
れ
ば
お

客
様
に
き
ち
ん
と
し
た
サ
ー
ビ

ス
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
し
た
。

　

お
も
ち
ゃ
電
車
は
、
お
も

ち
ゃ
の
中
に
コ
ン
セ
プ
ト
し
た

も
の
で
す
。

　

た
ま
電
車
は
、
す
で
に
た
ま

ち
ゃ
ん
の
人
気
が
圧
倒
的
で
し

た
の
で
ア
イ
デ
ア
が
い
っ
ぱ
い

湧
い
て
き
て
楽
し
く
デ
ザ
イ
ン

で
き
ま
し
た
。

　

と
ん
で
も
な
い
モ
ノ
（
い
ま

だ
か
つ
て
無
い
モ
ノ
）
を
作
っ

て
み
よ
う
が
テ
ー
マ
で
す
。
い

つ
も
新
し
い
も
の
を
作
る
そ
う

で
な
い
と
成
功
は
望
め
ま
せ

ん
、
そ
れ
が
貴
志
川
線
（
和
歌

山
電
鐵
）
で
は
可
能
だ
っ
た
の

で
す
、
例
え
ば
た
ま
電
車
の
家

具
は
、
一
流
の
ホ
テ
ル
で
使
っ

て
い
る
も
の
よ
り
も
は
る
か
に

レ
ベ
ル
の
高
い
日
本
一
の
も
の

で
す
。

　

そ
れ
を
地
方
の
ロ
ー
カ
ル
線

再
生
に
導
入
し
、
最
も
新
し
い

価
値
観
の
懐
か
し
く
て
新
し
い

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン　

貴
志
川
線

鉄
道
会
社
・
行
政
・
住
民
の
三
位
一
体
の
鉄
道
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

も
の
を
提
供
し
た
い
。
こ
れ
が

私
た
ち
の
基
本
で
す
。

　
　

将
来
の
展
望
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い

小
嶋　

こ
の
貴
志
川
線
を
10
年

間
再
生
す
る
た
め
に
来
た
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
、
20
年
30
年
後

の
レ
ー
ル
を
引
く
た
め
に
や
っ

て
き
た
の
で
す
。

　

私
た
ち
に
は
必
ず
再
生
で
き

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
こ
の
沿
線
を
ブ
ラ
ン
ド

化
し
て
い
く
案
と
し
て
環
境
の

時
代
で
あ
る
今
こ
そ
チ
ャ
ン

ス
、
日
本
書
紀
に
は
伊
太
祁
曽

神
社
の
神
様
が
日
本
全
国
に
木

の
種
を
ま
い
た
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。「
環
境
の
国
日
本
」
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
木
の
国

和
歌
山
の
伊
太
祁
曽
神
社
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

他
に
は
子
ど
も
た
ち
に
親
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
プ
ラ
ン

も
考
え
て
い
ま
す
。

　

鉄
道
が
元
気
で
あ
る
た
め
に

は
、
未
来
を
つ
く
る
会
を
は
じ

め
地
域
の
方
々
が
元
気
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

和
歌
山
電
鐵
が
こ
こ
に
来
よ

う
と
決
め
た
の
は
、
地
域
の

人
々
の
熱
意
に
突
き
動
か
さ
れ

た
か
ら
で
す
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

成
功
さ
せ
こ
の
沿
線
に
住
ん
で

良
か
っ
た
、
住
み
た
い
な
と

思
え
る
よ
う
な
沿
線
を
一
緒
に

作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

水
戸
岡　

こ
れ
か
ら
は
ま
ち
が

ど
う
な
る
か
、
鉄
道
が
ど
う

な
る
か
は
す
べ
て
個
人
の
意
識

の
レ
ベ
ル
で
決
ま
る
と
考
え
ま

す
。
次
に
社
会
の
意
識
レ
ベ
ル

を
決
め
、
人
間
社
会
と
環
境
の

レ
ベ
ル
を
決
め
ま
す
。
こ
の
３

つ
を
同
時
に
変
え
て
い
か
な
け

れ
ば
私
た
ち
の
街
は
作
れ
ま
せ

ん
。

　

こ
れ
は
大
人
の
仕
事
で
す
、

私
た
ち
は
次
の
世
代
の
子
ど
も

た
ち
に
よ
り
よ
い
豊
か
な
環
境

を
提
案
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く

り
と
い
う
言
葉
の
「
人
・
事
・

物
」
を
質
高
く
提
供
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
度
み
ん
な
で
面
倒
な

こ
と
・
手
間
暇
の
掛
か
る
こ
と

を
や
る
、
そ
れ
さ
え
出
来
れ

ば
、
そ
の
気
持
ち
さ
え
あ
れ
ば

ど
ん
な
田
舎
で
あ
っ
て
も
す
ば

ら
し
い
街
や
人
・
事
・
物
が
起

こ
る
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　

　
　

デザイナー・水戸岡鋭治さん 和歌山電鐵社長・小嶋光信さん

design・水戸岡鋭治

こ
こ
に
あ
る
貴
い
志

ト
ウ
ト
イ

コ
コ
ロ
ザ
シ
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親
子
で
挑
戦
！
米
粉
創
作
料
理

　

青
洲
の
里
が
行
っ
た
米
粉
創
作
料
理
コ
ン

テ
ス
ト
。
１
５
６
の
応
募
の
中
か
ら
、
一
次

予
選
を
通
過
し
た
21
点
が
、
１
月
19
日
の
本

選
に
臨
み
ま
し
た
。
本
選
に
親
子
で
参
加
し

て
い
た
田
中
佳
代
さ
ん
と
優
河
く
ん
（
小
６
）。

な
ん
と
、
親
子
と
も
予
選
を
通
過
し
ま
し
た
。

　

写
真
の
さ
と
い
も
ダ
ン
ゴ
は
優
秀
賞
を
獲

得
し
た
佳
代
さ
ん
の
作
品
。
中
に
鶏
ミ
ン
チ

の
ア
ン
が
入
っ
て
い
て
、
お
か
ず
に
も
な
る

一
品
で
す
。
み
そ
と
し
ょ
う
ゆ
の
加
減
を
試

行
錯
誤
し
て
お
い
し
く
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

審
査
委
員
長
の
坂
本
廣
子
さ
ん
は
「
さ
と

い
も
と
米
粉
の
組
み
合
わ
せ
に
は
、
大
き
な

可
能
性
が
あ
り
そ
う
」
と
話
し
ま
す
。

　

一
方
、
優
河
く
ん
は
米
粉
と
も
ち
米
粉
を

使
い
白
玉
洋
風
ぜ
ん
ざ
い
を
作
り
ま
し
た
。

（
写
真
左
上
）
冷
蔵
庫
に
あ
っ
た
小
松
菜
と
赤

ピ
ー
マ
ン
で
ダ
ン
ゴ
に
色
付
け
し
た
そ
う
で

す
。
見
た
目
も
き
れ
い
で
、
大
人
も
顔
負
け
。

里芋団子のおろしがけの作り方…マッシュし
たさといもと米粉を混ぜたものに、炒めたた
まねぎと鶏ミンチを味付けしたアンを詰めま
す。フライパンで焦げ目をつけ、大根おろし
とおろししょうがをつけて食べます。
　分量は、さといも 350g、米粉 100g、アン

（たまねぎ 150g、鶏ミンチ 100g、味噌 30g、
だし汁大さじ 2、しょうゆ少々）、土しょうが、
大根、油
　みなさんもぜひお試しください。

里芋団子のおろしがけ


